
































































































45 お庭番望月升司朗参る＇ 贔喰いメロンと新苔祭

（
完
全
に
嫌
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
に
）

神
職
関
係
者
の
誰
よ
り
も
、
篠
原
勇
輝
が
蒼
司
朗
の
こ
と
を
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
の
を
、
清
志
朗
は
知
っ

か
か

て
い
る
。
帝
都
で
働
く
ま
で
、
神
職
と
ま

っ
た
く
関
わ
り
の
な
か
っ
た
蒼
司
朗
が
、
奥
庭
の
お
庭
番
な
ど
と
い

た
い
や
く

い
や

う
大
役
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
、
篠
原
勇
輝
は
嫌
な
の
だ
。
蒼
司
朗
本
人
に
は
話
す
な
と
篠
原
勇
輝
に
言

お
ど

わ
れ
た
（
脅
さ
れ
た
？
）
が
、
彼
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
、
蒼
司
朗
を
病
院
に
担
ぎ
こ
ん
で
く
れ
た
。
し
か
も
、

ゆ

け
つ

蒼
司
朗
に
輸
血
ま
で
し
て
く
れ
て
い
る
。

こ
わ
き

鞄
を
小
脇
に
抱
え
直
し
た
篠
原
勇
輝
の
手
か
ら
、
何
か
キ
ラ
キ
ラ
し
た
物
が
五
つ
飛
ん
だ
の
を
、
蒼
司
朗
は

目
繋
す
る
。

（え
？
）

さ
つ
か
く

一
瞬
の
目
の
錯
覚
か
も
し
れ
な
い
と
思

っ
た
が
。

「

ミ

ギ

ュ

」

「

キ

ュ

」

「。ヒ」

「
「

O
」」

身
を
乗
り
出
し
た
ビ
ヨ
四
神
た
ち
が
、
ぱ
っ
く
ん
Q
と
キ
ラ
キ
ラ
に
食
い
つ
い
た
。

霊
力
の
な
い
者
に
は
、
苔
司
朗
に
く
つ
つ
い
て
い
る
。
ヒ
ヨ
四
神
の
姿
は
見
え
な
い
。
蒼
司
朗
は
小
声
で
篠
原
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勇
輝
に
文
旬
を
言
う
。

「
（
篠
原
！

こ

い

つ
ら
に
勝
手
に
食
い
物
や
る
な
！
）
」

篠
原
勇
輝
は
白
虎
の
戦
士
な
の
で
、
聖
獣
の
身
に
悪
い
も
の
を
与
え
る
と
は
思
え
な
い
が
、
ご
飯
の
時
間
以

（
せ

外
に
、
お
や

つ
を
食
べ
る
癖
が
つ
い
て
し
ま
っ
て
は
困
る
。せい
じ
よ
う

「
（
っ
せ
え
な
、
食
い
モ
ン
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
。
俺
の
神
社
の
清
浄
な
気
だ
よ
。
オ
メ
ー
に
は
や
れ
ね
ー
モ
ノ
古
）
」

「
ミ
ギ
ャ
」

「
キ
ュ
オ
」

「ピ」
「「（
し
ゅ
ー
）」」

う
ま
う
ま

0

ピ
ヨ
四
神
は
、
お
目
々
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
、
気
を
摂
り
入
れ
る
。

（
清
浄
な
気
：
・
・
:
)
お

も

し

ろ

か

ら

だ

蒼
司
朗
は
何
だ
か
面
白
く
な
い
が
、
ピ
ヨ
四
神
た
ち
の
身
体
が
ほ
こ
ほ
こ
と
温
か
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
感

じ
る
し
、
ピ
ヨ
四
神
た
ち
は
ご
機
嫌
な
の
で
、
文
旬
を
つ
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

む
た
い

ピ
ヨ
四
神
の
お
気
に
入
り
で
あ
る
蒼
司
朗
に
、
鞄
ご
っ
ち
ん
食
の
無
体
を
働
い
て
も
、
ピ
ヨ
四
神
的
に
は
、

こ
れ
で
チ
ャ
ラ

P

か
ん
こ
ど
り

「
鳴
い
て
た
閑
古
鳥
、
追
い
払
え
た
ん
じ

ゃ
ね
ー
の
？
」
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B's‐LOG文庫にふさわしいオリジナリティ溢れる女性向け
のエンターテインメント作品を募集。大賞・優秀賞受賞者
〔ま B's‐LOG文庫よリプロデビュー。その他の受賞者にも
担当編集者がつき、デビューに向けてアドバイスしていき

ます。

【応募受付締切】2010年 6月 25日 (当日消印有効)

【応募資格】年齢・性別・国籍は問いません。

【選考】
森好正 (ebl取 締役)、 佐藤康男 (B'LOG文庫編集長)、 B'SL00
文庫編集部

【入賞発表】
2010年 12月以降発売のエンターブレイン刊行各雑誌。及びエ
ンターブレインホームベージ。

【応募規定】
1)手書き原稿の場合 :400字 詰め原稿用紙タテ組 250～400
枚 (鉛筆書きは不可)。 ワープロなどプリントアウトでの応募の場
合 :A4用紙ヨコ使用、タテ組 42字詰 34行 80～ 140枚。必ず
1行日に「作品タイトル」2行 日に「氏名/ベンネーム」を明記の上、
原稿用紙 1枚ことにページ番号を記入。右上端をダブルクリップ
でとめてください。

2)し ずヽれの応募の際にも、作品の梗概 (800字以内)、 エントリー
表として以下の項目 (タイトル//氏名※ベンネームの場合は本名も併
記/生年月日/郵使番号、住所/電話番号/メ ールアドレス/職
業//執筆歴/小説賞への応募歴)を記入したものを必すプリント
アウトして添付してください。

3)応募作品は日本語で記述された応募者自身の創作による未発
表 (PC、 携帯などで WEB公開したものは発表済みとみなす)の
作品に限ります。同一作品による他の文学賞への応募は認めてい
ません。第二者の権利を侵害した作品 (他の作品を模倣する等)
は無効となり、その場合の権利侵害に関わる問題はすべて応募者
の責任となります。応募作品の著作権は、応募者に帰属します。
なお、入賞作品については、株式会社エンターブレインが、作
品の出版 (電子書籍、CD― ROM等の電子メディアを含む)、 映像化 .
公衆送信 (インターネットでの配布、販売)等に関する独占的権
利を取得できるものとし、賞金の支払い時に契約を締結します。
※選考に関してのお問い合わせ 質問には一切応しかねます。
※応募作品の返却はいたしません。

【応募方法&宛先】
原則として郵便に限ります。
〒102‐ 3431 東京都千代田区二番町 6‐ 1株式会社エンターブレイン
第 13回 エンターブレインえんため大賞ガールズノベルズ部門係

コミッ

ガールズノベルズ部門

鰺 鰺
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[お庭番望月蒼司朗参る!姦喰いメロンと新嘗祭]

実りの季節を迎えた帝都では、豊穣を祝う新嘗祭が大 的々に行われる。蒼司朗も望月

造園が屋台を出すと問いて、ビヨ四神と一緒に心躍らせていた。しかし、賑わう祭事

は帝を狙う格好の場でもあるのだ。続々と現れる不埒な輩を捕縛する中、小此本神官

長は帝都神社へ運ばれる供物に、贔入りのメロンが仕込まれたことを知る! 神官や

l'1神の戦 1,たちは祭りで手が離せないとなれば、動けるのは蒼司朗だけ!? 蒼司朗と

ビヨ四神の饉大捜索が始まった ! 少年の運命が花開く、お庭番シリーズ・第四弾 !!
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